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はじめに

この居着さんが入院してきたとき､私達石蕗婦は ｢あっ｣と驚かずにはいられなかった｡下肢

の払恥な変形によるかわった歩き方､その生いたち､暗い性格が､私たちに深い印象を与えた.

そして ｢変形を矯正し人工朗節で置換して普通に歩けるようにする｣ という医師の治療方針をき

いたときは､ほんとうにこの盛者さんにとってすぼらしい ことだと感じ､大きな勤得をもって出

発した｡しかし､第1段階である右腹幽助の手術後.骨癒合の遅延のために､ギプス固定をした

まま長期臥床を余儀なくされ､また性格的に周囲にとけこめず､病室の片隅にとりのこされたか

たちとなった｡ある看護学生は,この虐者さんを ｢医汝の谷胤にある｣ と表現した.何とかしな

くては､という気緒がこの症例研究の動機となった｡

厨者紹介 ○村○堆 50才男性 職業 :工員

病 名 右股.膝 ･足幽餌の強直

左変形性股的如症 ･軽度の左片麻痔

経過:8才の時右下腿の骨髄炎に縦倍し､以来20才になる馴 こ右上腕骨･駒骨･右大腿骨･下

顎などに次々と発病し続け､疹痛のため骨盤を動かせなくなり一本杖で自宅近くの電気部品工坂

へ通っていた｡不自由なからも好きな釣 りをしたり酒屋へ通ったりの生活を送っていた｡昭和47

年9見 45才の時､脳動脈硬化症のため軽度の左半身不曲となり､48年7月まで輿虚数湯温

泉出養所にて療養し､長野県身障センターを経て､当整形外科-入院となった｡

屈者背景 :独身 両親はすでになく､妻に先立たれた兄とその子供の三人暮し｡他の兄弟臥 は

所轄をもって別居､家は農家で兄は会社員である.

趣味･噂好 :タバコ･酒･自動串にのせてもらって旅をすること､花の戒壇 ･釣 り.

学蛙 :小学校入学後まもなく発病したため､小学校は出ておらずしひらがなと漢字の簡単なもの

を知るのみ｡

その他 :身障センター入所中､他の入所生の声で ｢殺してやる｣という幻聴があり､脳動脈敬化

性のものであるとの診断で精神安定剤内服､歯はひし歯で奴本あるのみ｡

入院時(S48年11月)より翌年7月までの経過

外転外旋位に払直した右腹馳節を骨切り術により良肢位とし､旗#～右足先までギプス固定し

た｡虐者は脳動脈硬化()後退症と指神安定剤ojためかと思われるが､いつ も眠っているような状

態でベッド用地は汚れ､時々1史尿の失敗があった｡看護婦や同室膚者と全く会話を もたず､看護

始はつい､命令脚威圧的な誠子で接してしまったが.効架はなかった.

その頃の会話
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○村 :ブザー

Nurse:｢何ですか｣

○村 :無言

N. :(部屋に行ってみる) ｢ブザーを押したのは○村さんですか｣

○村 :頼言

N. :AE誰か他の人押しました?｣

同室者 :｢○村さんです｣

N. :｢○村さん､何ですか､はっきり言って下さいね｣

○村 :(無言で下の方を指さす､位のことらしい､すでにT字符の中にしてある)

骨癒合が悪かったため､手術後半年たってやっと遊動浴が始まった｡ リーダー格の同室者が転

壷して部屋の雰囲気もかわり､散歩や毎 日の校紀訓練をとおしてはたらきかけた結果､少し明か

るさを増し､ 話もするようになった｡佼尿の失敗もなくなった｡

S49年 7月より執在(S50年1月 )までの経過

外 的 条 件 l一智 者 の 状 態 f'石蕗始の飽きかけ 評 価

i｡骨癒合の見通し立たず再手術･前回骨切り部へ骨移植･骨ヨ恵合促進のた夏 i め大腿骨軸 部l 骨切り ･手術内容を理解せず 島地にわたる入院生 ｡散歩に出ると生いた

その重大性に気づか 活をせいいっぱい扱 ち包板梅内に話すよ

ないのか以餌よりよ 助するため看護計画 うになる

く話す をたて働きかける ｡ ｢はやくよくなって

｡人に言われlsいと槙 伽.矧 ぎんな泊拭 飲みに行 きてえ､俺

極幻に運動しない .散歩に連れ出して の仕事は特殊だです

｡同室者 と将棋を楽し 会話をもつ ぐ庇って もらえる｣
一｡理学汝法師による むようになる .歌声に参加させる と社会後輪へ0)願望

機能訓練開始 .床上リハ ビリをとおし社会復帰を諦めぬように働きかける注 看護計画は別項参照 は強いが,｢骨さえつきやすぐ封 する｣ と床上リ- ビリに熱意を示さない

秩 ｡同室の知的レベル ･突然 状態となり看 ｡カンプマレンズを 店者の突然の変イねこス

の高い趨者の退院 蓮如o)あげ足をと.ち もち､要求をさぐ タツフ一向実軌､たが､

･季朗的に寒くなり 縫い冗談をい う りながら自然 にう 知的レベルの高かつた

散歩にあまり出な 飢 ｢扇のひもがすれ けながす 向いのベッ ドの盾者が

くなる ている｣な ど性的な ･作為的尭熱に対し 退院して心理的抑圧が

･義歯作製U)ために 言葉がロに出る ては再検するとと とれたためか､あるい

抜出が始まる ･抜歯時､作為的に体 もに義歯の必要性 は散歩の回数が減って

温計をあげる○｢こ な理解するようは.以如ojように親密な壱

んなものは都合の溢 たらきかけるo 政和との抜蝕がなくな

いときは､ こすって 由歯の斑用は払い つたためと憩われるo
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外 的 条 件 虐 者 の 状 態 看護始の鋤きかけ 評 価 ■

冬 lZa ギプス切削 ｡大腿骨中也部の骨切 ｡骨のことは医的よ 転院の話が一時立ち消

Ⅹ-P虎影 りをはじめて知りシ り説明して もらい えて儲者も少しおらつ

義歯の元就 コックをうける○ 医 納得させる き､看護的のすすめた

師への不信をぷつつ 'スタッフは使者に ガーゼたたみを ｢ほじ

けて くる 禁酒をいいわたし めてだもんでうまくい

｡転院の話が出て不安 酒にかわる何かが かねえ｣ といいながら

は頂点に違する ないかを話し合い 熱心にやってい る○詣

注止参照 ↓ 使者と共に考える 所の枯れかけたしくら

｡元気なく食事摂取量 '不況に対しては薬 めんをもっていって手

低下 にT=よらず作業庶 入れしたり ｢酒がなき

無気力 .不況 法 (ガーゼたたb) やねられねえ｣といい

クリスマスの夜､舌 を行わせる ながら紅茶をu)んでも

がまわらぬほど酔う1.正月頃からおちつき同室者 とトランプ .花札を楽しむl石蕗始に粗まれたガ-ゼたたみも行ない今までになく素直に対応する.義歯をつけて食事す- る｡花の手入れをす る0.. よく休んでいる0I
まとめ

この拙者さんの場合､本来の治療臼的はまだ達せられておらず､今後も相当な時胤を数するだ

ろう｡ 1月末のレントゲンでは骨癒合が大部すすみ､次の段階へ うつ ろ希望も出てきているO虚

者 自身は以前に較べ性格的に明るさを増し､まだ r将来をみすえて努力する｣状態ではないが､

上肢筋力 ･左下肢可動域ともずっと改善され､手先のことも少しずつはじめてい ろ.最近義歯が

完放し文句を言いながらも舶気よく練習しているOスタッフも､ことあるごとにカンファレンス

をもって､一致した方針で振放に対処することがなかなかできなかったo今後,この研究を英 税

に.皆で話し合って､石蕗者全且が一致して鋤きかけることを学んで行きたい と思う.

(注Ⅰ) 看証自由と着払計画

看護の巌終日繰 :身体障害の現実を受容しなか ら残された機露を鼓大阪栄拝して意欲をもって社

会扱旭できるよう援助するo

現在cT)看護日払:僧都の凹足を保ちながら､長払臥床からくる心身の退行如象を改善してい く.

看進上の髄 点

① ギプス固定が長如こわたり､現在なお骨汝合の見通しがたたず､希望のない単調rJ毎日を送

ってい る｡

① 入院前より多的節の強直.拘縮および筋力払下があるに もかかわらず､床上リハ ビリに敏也

性を示さず状態は感化している｡
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③ 歯がほとんどなく食物の好き妹いもはげしいため栄養状態急く､骨抱合遅延の一因となって

いる｡

④ 腰部-右足先ギプス固定のため動けず､不潔になりやすし㌔

(勤 不眠の訴えがひんはんである｡

⑥ 家族の面会少なく友人もいない｡

(む 文字はひらがなと簡単な漠字しか読めず,これといった手先の趣味もない｡

具 体 策

(丑,② ,く参について

i ベッドサイ ドでのコミュニケーションを豊富にし､ 日常会話をこころがけ社会に目をむけ

る｡

il根気よくはたらきかけ､毎日規則正しい床上での関節可動域訓練･筋力増強訓練が行える

ようにする｡

iii 散歩に連れ出し気分転換をはかるo

iv 同室者の励ましを得る｡

⑳ こついて

i 義歯作製

iI 食事円容の枚討

④について

i ベッド払いをていねいに行なう.

il 上肢股樹の清拭を自分でさせる｡

iii週2回の清拭･更衣

(む,(かこついて

i 家族の面会の定鈍化

jl他のErankeとのコミュニケーションを活発化し､友人をつくる｡

(注丑)

再手術の内容を知ってショックをうけたあと､届者への相談がないまま終盤診で ｢義歯ができ

たらセンターへ送って次の手術ができろまで経過をみたい｣とさかされた直後､ある看澄婦を呼

んで話したもの｡

Nurse:｢○村さん､私に用があるんだって｣

○村 :｢うん､ちょっと話してえことがゐろんtfJ

N. :｢なあに｣

○村 :｢こんな体でも先生の研究の材料になるかや､おれのようなこんな休でもあと扱えるかと

思ってね｡よけりゃ使って もらかっかと思ってるだ｣ (医学部への献体のことらしい)

甘. ;｢そう､そんなこと考えるなんて､○村さんえらいねえ｡ 私たちでもそんなことなかなか

できないのにね｡｣
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○村 :rつ くづくいやになったナこ ｣

ド.:｢そうね､○村さんの気持わかるけど､私たちはもう一皮昔のように○村さんに仕事をし

てほしい と思ってい るのよ｡○村さんもがんばってほしいなあ｣

○村 :｢生きているかいがないんだ.死なっと思えば簡単だよ｡ ちょっとひねれば死ねる｡｣

N.:｢センターへいくのがいやなの?｣

○村 :｢うん､ どこへ行って も同じだで､ もう治らんで-･-｣
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